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地球温暖化に関するアンケート調査結果の概要 

 

県民の地球温暖化に関する意識や日常生活における取組状況等について把握するため、令和元

年 6月に、e-モニター制度を活用し、地球温暖化に関するアンケート調査を実施しました。 

また、調査結果の年代別・地域別の回答傾向についても分析を行いましたが、地域別について

は、明確な回答傾向が見られなかったため、分析結果は記載していません。 

 経年変化について、平成 22 年度に６千人を対象とした郵送でのアンケートを実施しており、今

回の設問もこれに合わせたものとしましたが、回答形式や対象者の属性等が e-モニター形式と大

きく異なっており、経年変化として比較することが困難であると考えたため、分析結果は記載し

ていません。 

 

(1) 実施期間 令和元年 6 月 7 日（金）から 6 月 28 日（金）まで 

(2) 対象者 e-モニター 

(3) 対象者数 1075 人 

(4) 回答者数 786 人（回答率 73％） 

(5) 回答者属性 

① 年齢階層別 

  10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 

回答者数 4 52 163 204 168 137 58 

構成比 0.5% 6.6% 20.7% 26.0% 21.4% 17.4% 7.4% 

 

② 地域別 

  北勢地域 中南勢地域 伊勢志摩地域 伊賀地域 東紀州地域 

回答者数 378 230 96 61 21 

割合 48.1% 29.3% 12.2% 7.8% 2.7% 

※北勢地域：桑名市、桑名郡木曽岬町、三重郡朝日町、三重郡川越町、員弁郡東員町、三重郡菰野町、いなべ市、 

四日市市、鈴鹿市、亀山市 

伊賀地域：名張市、伊賀市 

中勢地域：津市、松阪市、多気郡明和町、多気郡多気町 

伊勢志摩地域：度会郡玉城町、度会郡度会町、度会郡南伊勢町、伊勢市、鳥羽市、志摩市 

東紀州地域：多気郡大台町、度会郡大紀町、北牟婁郡紀北町、尾鷲市、熊野市、南牟婁郡御浜町、 

南牟婁郡紀宝町 

  

資料７ 



2 

 

 

１ 地球温暖化に関する知識 

地球温暖化に関する知識について、知っているものをすべて選んでいただいたところ、「地球

温暖化の主な原因は大気中の二酸化炭素濃度の増加にあること」を 93.9％の方が答えており、

ほとんどの方が二酸化炭素排出量が地球温暖化に大きく影響を与えるということを認識してい

ます。また、「二酸化炭素以外にメタン、フロン類も地球温暖化の原因物質であること」を 79.4％

の方が知っていると回答しています。 

このことから、多くの方に地球温暖化の原因を認識していただいていることがわかりました。 

 

図 1 地球温暖化に関する知識について 
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年代別の回答については、設問③、④、⑤については、年齢が上がるにつれて知っている割

合が高くなる傾向がみられます。 

 

図 2 地球温暖化に関する知識について（年代別） 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①地球温暖化の主な原因は大気中の二酸化炭素濃度の増加にある

こと

②二酸化炭素以外にメタン、フロン類も地球温暖化の原因物質で

あること

③「2度目標」などが規定された国際枠組「パリ協定」が、2016年

11月に発効したこと（※H22は京都議定書の知識についての質

問）

④すでに起こりつつある影響に対処し、被害を回避・軽減してい

くことを「適応」ということ（※H22は設問なし）

⑤日本の2016年度の温室効果ガス総排出量は、2013年度と比べて

7.3％の減少となったこと

⑥三重県の2015年度の温室効果ガス総排出量は、2005年度と比べ

て9.8％の減少となったこと

⑦どれも知らない

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 全体
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２ 地球温暖化防止のための配慮や行動について 

日常生活の中で実践している地球温暖化防止のための配慮や行動について、実行している、

またはある程度実行していると思うものをすべて選んでいただいたところ、50％以上の方が実

行していると回答した項目が 6 項目ありました。また、そのうち 3 項目は 70％以上の方が実行

していると回答しており、多くの方が生活に身近な取組を行っていることがわかりました。 

その他（自由回答）では、「近場の移動なら歩く」「照明を LED に変える」などの回答があり

ました。 

 

図 3 地球温暖化防止のための配慮や行動について 
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年代別の取組実行率については、「②ごみの分別によってリサイクルを推進する」、「④冷暖房

時は使用時間や設定温度に気を付ける」、「⑥家電製品を購入するとき、なるべく省エネルギー

型のものを選ぶ」において年齢が上がるごとに実行率が高くなっています。 

 一方、「⑫自ら太陽光発電などの再生可能エネルギーを導入する、または環境に配慮した電

力会社を選ぶ」については、年齢が上がるごとに実行率が低くなっています。 

 

図 4 地球温暖化防止のための配慮や行動について（年代別）  
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①マイバッグを携行し、レジ袋の削減に努める

②ごみの分別によってリサイクルを推進する

③不要な照明はこまめに消す

④冷暖房時は使用時間や設定温度に気をつける

⑤自動車を運転するとき、エコドライブを行っている

⑥家電製品を購入するとき、なるべく省エネルギー型のも

のを選ぶ

⑦家電製品は、長時間使わないときは主電源を切るか、コ

ンセントから抜く

⑧詰め替えや再生材料を使った商品など、環境に配慮した

製品を購入する

⑨冷蔵庫に物を入れるときは適度に隙間をあけ、開閉は短

時間で行う

⑩風呂は続けて入るよう心掛ける

⑪自動車を購入する際、ハイブリッド車や電気自動車など

低公害車や燃費のよい車を優先する

⑫自ら太陽光発電などの再生可能エネルギーを導入する、

または環境に配慮した電力会社を選ぶ

⑬外出時に、自動車より鉄道やバスといった公共交通機関

や自転車をできるだけ利用する

⑭地球温暖化対策を含めた環境問題について自分で学んだ

り、または、学習の機会に参加する

⑮特に実行しているものはない

⑯その他

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 全体
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３ 地球温暖化問題への関心について 

地球温暖化問題について、どのぐらい関心があるのかお聞きしたところ、86.3％の方が「非

常に関心がある」、「関心がある」と回答しており、関心が高いことが確認できました。 

 

図 5 地球温暖化問題への関心について 

 

 

図 6 地球温暖化問題への関心について（年代別） 
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４ 日常生活をするうえでの地球温暖化対策について 

日常の生活をするうえでの地球温暖化対策についての考えをお聞きしたところ、「生活を多少

変えてでも」、「今の生活を犠牲にしても」と回答した方が 73.3%であり、多くの方が、今の生

活が変化しても地球温暖化対策を行うべきと考えていることがわかりました。 

 

図 7 日常生活をするうえでの地球温暖化対策について 

 

年代別の回答については、10 代と 50 代～70 代以上が意識が高い傾向があり、「生活を多少

変えてでも」と回答した割合が最も高い結果となりました。 

一方、20 代を中心に「生活を変えない範囲で」の回答割合が高くなっています。 

 

図 8 日常生活をするうえでの地球温暖化対策について（年代別） 
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５ 地球温暖化の影響について 

心配している地球温暖化の影響についてお聞きしたところ、4 項目が 50％を超える結果とな

りました。特に、92.7％の方が「自然災害の増加」と回答しており、近年多発・甚大化する水害

や土砂災害等の影響と考えられます。 

その他（自由回答）では、「四季がなくなる」「海面上昇による津波の発生」などの回答があ

りました。 

 

図 9 地球温暖化の影響について 

 

 

図 10 地球温暖化の影響について（年代別） 
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６ 個人で取り組むことができる適応策について 

個人で取り組むことができる適応の取組として日ごろから取り組んでいることについてお聞

きしたところ、78.4%の方が「熱中症の対策をする」と回答されました。その他では、「災害を

基本とした家屋設計」などの回答がありました。 

 

図 11 個人で取り組むことができる適応策について 

 

 

図 12 個人で取り組むことができる適応策について（年代別） 

 

 

  

78.4%

57.6%

46.8%

45.2%

40.5%

3.2%

0.8%

熱中症の対策をする

節水をする

洪水被害予測地図（ハザードマップ）を確認する

虫よけスプレーなどで虫刺されに気をつける

被害の避難経路を確認する

特にない

その他

熱中症の対策をする

節水をする

洪水被害予測地図（ハザードマップ）を確認する

虫よけスプレーなどで虫刺されに気をつける

被害の避難経路を確認する

特にない

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 全体



10 

 

７ 県の地球温暖化対策に関する情報の入手方法について 

県の温暖化対策に関する情報の入手方法についてお聞きしたところ、「新聞・テレビなどのマ

スコミ」と回答した方が 68.8%と最も多く、次に多かったのが「県などの広報誌・パンフレッ

ト」で 45.3%でした。このことから、これらのツールが情報発信において有効であることが分

かりました。 

その他（自由回答）では、「書籍」や「SNS」などが挙げられました。 

 

図 13 県の地球温暖化対策に関する情報の入手方法について 

 

年代別の回答割合については、60 代、70 代以上は何らかの方法で情報を入手している割合が

高く、「県などの広報誌・パンフレット」は、年齢が上がるごとに入手している割合が高くなっ

ています。 

また、年齢が下がるごとに「入手したことがない」の回答割合が高くなっています。 

 

図 14 県の地球温暖化対策に関する情報の入手方法について（年代別） 

新聞・テレビなどのマスコミ

県などの広報誌・パンフレット

県などのホームページ・メールマガジン
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自治会など

家族・知人

その他
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